
青木塾の凄さが分かる資料（２）
文系科目が得意な子は数学が得意になり易い

　世間には「国語や英語は得意なのに、数学がめっきり出来ない」というタイプの生徒は沢山います。一般的には「数学的センス
がない」という一言で片付けられてしまうのでしょうが、私自身は指導している数学教師の力量が足らないのだと思います。
　どんな教科の学習であれ、その習得に欠かせないのが言語力です。私たちはあらゆる知的活動を言語を通じて行っています。で
すから、「言語力が高いのに数学が出来ない」などということは、理屈からして考えられないのです。
　確かに数学には沢山の記号や公式が出てきますが、それらとて私たちが日常生活の中で使いこなしている日本語の単語や言い回
しと何ら変わりはありません。もし、習う側にちゃんとした日本語の理解力があるなら、教師側に問われるのは「翻訳力」の有無です。
　人間は同じ日本語をしゃべっていても、各自が持つ語彙や文法体系は微妙に異なります。それら個々の生徒の言語的特性の違い
を理解した上で、彼らが理解できるような語彙やたとえを使って分かりやすく説明する能力（これを数学の指導上における「翻訳力」
と定義します）こそが数学教師にとって最も大切なものなのです。残念ながら、こういったことに配慮せず手前勝手な授業を行っ
ている数学教師が余りに多すぎると思います。よく上位の公立進学校の数学教師の中に「ついて来れたらついて来い」、「こんなの
分かって当たり前だ」といったスタンスの傲慢な教師がいますが、まさにその典型ですね。
　さて、下に紹介するのは Sさんという松阪高校出身の卒業生ですが、彼女は高１から卒業時まで私どもの塾で数学を学びました。
まずは、彼女が高校入学と最初に受けた模試である高１の進研模試（７月）の結果をご覧いただきましょう。

　ご覧のように、国語や英語は学年のトップレベルなのに数学が極端に出来ていません。下の資料は、それからちょうど１年後の
高２の進研模試（７月）の結果ですが、学年順位こそ 80番程度アップしていますが、点数は 100 点満点中 22点しか取れず、ま
だまだ「数学が分かるようになった」とは到底言えない状況です。	



　大きな変化が出てきたのは高３になってからでした。下の資料は高３の２学期中間テストの結果ですが、何と平均点 32.2 点の
テストで 75点を取り、校内偏差値 71.8、学年順位が 149 人中２番になったのです。高１の最初の模試の結果と比べると信じられ
ないほどの変化だと思いますが、如何でしょう。

　更に下にあるのが、高３最後の全統記述模試（第３回）の結果ですが、ご覧のように学年順位が５番、校内偏差値が高１の進研
模試（７月）の 35.1 から 30ポイント以上アップして 66.9 になりました。
　実は彼女、もともと文系科目が得意でしたから、数学が出来るようになったことで総合力が大きくアップし、名古屋大学情報文
化学部に現役合格を果たしました。もし、数学の学力が高１の時のまま伸びていなかったら、ほぼ間違いなく名古屋大学に合格す
ることは出来なかったと思います。このように青木塾なら、たとえ高校入学時に学校で最下位レベルでも、卒業時にはトップクラ
スになることが出来ます。


